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子ど もの権利条 約 フ ォーラム 2 0 0 2 i n ちば

回収 1 9 枚 （子ども0 枚 若者 6 枚 大人 1 3 枚）

1 ． 1 2 月 7 日オープニ ングプ ログ ラム につ いて

（堂本知事 との対話 ペルーの子どもたちの報告 子 どもの表現交流）

・知事はすばらしい人だと患いま した。ペルーの子を通 して世界が垣間見えました（ 2 4 歳大学生）

・ 堂本知事は国会議員の時に、子どもの権利条約について動いただけあ って、権利条約の本質がわ

かってお られ、是非県政に生か していただきたい。知事が参加 されたことはすば らしい。（4硝）

・堂本知事が参加できた意味は大 きかった。後援がたくさん市がとれていたが、子 どもたちにはど

の程 度届 いていたのだ ろ うか。 生の子 ど もの声 が聞 けた こと、参画 とい う言葉 でみえな くなるこ

どもの実態が、子どもの声、姿で感 じられたことはよか った。ペルーの子どもたちが、自分で考

え、意見を言葉で伝え られるすば らしさをを思 った。公の場で、言葉という手段を通 じて相手に

伝え られない日本の姿 （子ども・大人）今のいろいろな問題につながっていると思 った。 （大人）

・ ペルーの子 ど もたちの話。貧 しい国 との ことです が、その中で しっか り自分 たちの権利 を主張 し、

意識改革 を してい るところの話 しに驚 きま した。 日本の方が豊 なのになぜか一山の豊 か さが伴 わな

い よ うに感 じま した。 （ 5 0 歳 ）

・堂本知 事 との対話 は、 も う少 し対 談 とい うかたちで もって ほ しか った。 （1 9 歳）

・堂 本 プロ ジェク トよか った。不登 校の子 ど もたちが言 ったこ と印象 に残 って いる。 ロックソー ラ

ンうまか った。 ペル ーの子 ど もた ちの語感動 しま した。権利 とい うことを ここまでは っきり考え

ない といけない厳 しい状況が あ るんだ と思 いま した。 若年 1 3 歳 の リサ ン ドロ君が 1 2 0 0 0 人

の リーダーとしての貫禄に感動 ！（大人）

・堂本知事 との対話。知事は子 どもたちを人間として大切に接 し、誠実 に対話に応えて くれてよか

った。ペ ルーの子 ど もたちの話 は、働 く権利 のため に子 ど もたちは連帯 して活動 してい る子 ども

に対 して本当に感動 しました。立場は違 っても、子どもの権利条約が世界の子どもたちを守るこ

とには違 いな いことを痛切 に思い、 日本 の子 もペル ーの子 も、 その世界で主役の ひ とりと して精

一杯生 きていけ る大切 な ものであ ると思 う

・堂本 ：子 どもたちがよかった。知事 も雰囲気 よか ったです。不登校の子の話 しなどた くさん話題

があ って もっと時間があ り、話 しあえれば楽 しいな ぁと思い ま した。 （ 1 7 歳）

ペ ルー ：す ごい話 しで した。聞 けてよか った。子 ど もの権利 は子 ど もたち自身 か らも声をあげて

／

いかな くちゃ。 なかなかむずか しい ものですね。 あた りまえですね （1 7 歳）

・ この知事で 1 0 年経 った ら千葉 もよ くな るか もと思 われ るよい集会で した。

・堂本さん、逃げ腰の答えにゲ ンメツ。次は落選だね。表現多くてよいが、別の会 もあってよいか

l／

と。 （2 0 歳）

・ 自分たちの置かれている状況を知 り、意識的に語れる子 どもたちに感動を揺 さぶ られました。日

本の子 ど もたち も皆各 々に とて も しっか りしてい る印象を もちま した。 こうい う対話の でき る知

事を選べてよかったと思います。
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N O 2
・ 今 までになか ったお も しろいオ ープニ ングで した。 （2 9 歳）

ノヽ

・ 堂本知事 との対話。パネラーのみなさんの発言、 とって も発声が しっか りしていて堂々と気持ち

を話 され、 とて も趣 旨が伝わ りま した。 ここに出て来 られない多 くの子 ど もたちの声 もき っと代

弁 していると患いま した。差別、学び、平等な経済的なことなど、どれ も人権に関する大切なこ

とで した。堂本知事が真正面か ら受けて立たれた大人 としてお手本に したいと思いま した。

表現 ：や っぱり表現っていいな ぁ。みんな輝いていました。ペルーの報告 は1 日本の現状から見

れば非常に厳 しい社会で生 きている子どもたちで したが、連帯 して働 く権利を主張す る姿は、堂

々 と して説得 されま した。 で もや っぱ り大人社 会 は子 ど もたちを 6 歳 か ら働 かせて はいけない ！

（5 4 歳）

2 ． 1 2 月 8 日 分科会 について

・第 1 分科会に参加。子どもの熱が感 じられてよかったです。良い刺激。

・第 15分科会。親の痛みが感 じられて勉強になりま した。教師として避けて通れません （24猷学生）

・午前武力紛争 午後ペルー。両方 とも活動家に方か ら、生の現地情報を知ることができた。特に

ペ ルーのW S で は力強 く活 動す る子 どもたちに出会 え、エ ンパ ワー され た。 また、子 ど もの参加

の ポ イ ン トを 教 え て も らい 、 ヒ ン トと して 生 か して い き た い と思 う。 （ 2 3 歳 ）

・ 第一分科会 若い世代の講演で新鮮だった。時間は足 りなか った。午後のことも決めていたので

残念だったけれど、「大人の支援」 （大人の文化、大人の価値 との戦い 子どもが権利を持っ

主体 として信 じる ことが大 事）の ところ に、子 ど もがいて とて もよか った。学ぶ ところがた く

さん あ りま した。 ペルーのエ ステル さんの言 葉が 印象 的。 あ りが とうござい ま した。 （大人）

・第 1 3 分科会。子どもが働かな くてはいけない現状だから労働 し、正統な賃金を もらうため、不

当な搾取 と戦 う、社会変革 をす る とい う言 葉 にはぴ っ くり ！！1 3 歳 の リサ ン ドロの胸 を張 って

の発言 を受 け、 さて、 日本 の子 ど もの権利 はど うか しら？日本 はが まん とか、長い もの にまか れ

ろとかいう考えがまだ主流で、自己主張するのがへタ、あるは権利意識が育 っていないなぁと思

い ます。私 自身 も （で もそれが 日本の教育 なのか な ？とも思 い ます。） （ 5 0 歳）

・いろいろな人 と話せてよかった。 （1 9 歳）

・第 8 分科会。若者の話 しが とてもよかった。お母 さんの話 しも共感できる（大人）

・ 第 1 4 分科会。新田目さんの体罰の話、正確におっしゃった。誠実な話 と患 った。 （大人）

・第 8 分科会。よかったです。認めてもらうって大事です。当事者が発言できる揚が もっとふえれ

ばいいな ぁと思 い ます。 （ 1 7 歳）

・恩寵園 の分科会。 すば らしい集会 で した。子 ど もたちか ら話 して くれた ことが一番。 そ して市民
／

として関わ ってきた浦島さんたちの話 しは感動的で した。。子どもの権利条約の意義を最終的

に確認で きたす ば らしい勉強会 にな った と思 います。

・発言を ミスッて少々はずか しい。め しを食わせろ ！（時間がない） （ 2 0 歳）
’′

・ これか ら何 を した らよいか課題 を もつ ことがで きま した。

・第 7 分科会。テーマが色々あって肩ひじはらずに権利 について地元ネタe t c 楽 しかった。（29貴）

・子どもとあそべたのがよか った。全体会が とてもよかった。今後に期待 します。 （3 9 歳）
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N O 3

・ 第 8 分科会。不登校を選択 した若者 2 人、親の立場す らの 3 人の話がよかった。当人 も親 も世間

の偏見で疲れた後、自立・ 自律 した生活を送 っていることがステキで した。当事者発 （どんな も

ので も）大事だとい う証拠ですね。恩寵園の分科会 も同様で、当事者、直接関わっている人の話

がいいです。（ 5 4 歳）

・ 最 後の閉会 の会 で感 じた こと。 その趣 旨はよか った しお もい も同感 しま した。苦言 をあえて言わ

せて も らいます。 司会の 2 人が がんば ってお られ ることはよ く伝 わ って きま した。 …が とて もか

んばっているのがわかるだ桝 こ、根回 しの必要 はないけれど、最低限の事前準備は必要 なのでは

ないで しょうか。学校制度の申にいると、大人 （保護者 教師）たちが、用意 したものに参加す

るだけの経験が多 くなる（管理される側の体験が多い）ゆえに、事前準備 ＝根回 しと誤解す るの

も理解 します、十分に。司会の 2 人が指名 して話す子は圧倒的に艶見知 りが多い。山本君のす る

どいナイス ツ ッコ ミがあ り、評価 させて もらいたいです。大人の準 備に対 す る異議 申 し立 てが、

何 も準備 して いない行動 に通 じたのだろ うな ぁと私 には感 じられ ま した。 この点を関係者 （子 ど

も実行委員各位）がどう感 じているか…、事実確認 も含め話を聞いてみたいお もいが、 1 日目よ

り 2 日目とい う風 に強 くな って きま した。人権侵害・ 差別 とは、世 間の どこか にあるのではな く、

人の心 （無意識 下） にあ る ものです。 ひ とりひ とりが 自分 自身 に問 いか けてみ て ほしい と思い 草

す。私も常に差別 していないか、自身に問いかけています。 （5 4 歳）

・ 第 1 2 分科会。パ レスチナ、カ ンボジアの紛争渦中、あるいは戦争が終わ って社会が深い悩みを

加え た社会 の子 ど もたちの生 々 しい ビデオ 、 V o i c e の取材報 告を聞 くことが で きま した。ゲ

ームを した り、 リラ ックスの体操 を した り、骨 に発言を求 めた り、 フ ァシ リテ一 夕ー もとて も工

夫 されていて楽 しく学 べま した。 （ 5 4 歳）

・ 子育て言いたい放題。 とても内容の濃い分科会でした。あっという間の 2 時間だった。他の分科

会にも参加 したかった。 （大人）

3 ．その他

・濃い 2 日間でした。 また何かの横会によろしくお掛 、します。 （2 4 歳大 学生）

・実行委 員会 か ら多 くの子 ど もがかかわ り、 当 日もこんな にた くさん の子 ど もの参加が あ るとは思

い ません で した。 これを スター トに子 ど も自身 が権利 の主休で あ ると意識 して動 き出す子 どもが

広が って い くことが大事です。 大人 と して応援 したい と、 またい っしよにや りたい とお もってい

ます。 （4 7 歳）

・ フ ォーラヰはた くさん の分科 会があ るので、いっ も何 に出るか迷 います0 けれど もN P O 、 N G

O だ けでな く、様々な子どもに関わる人に出会えるのが魅力です。おつかれさまでした。（2誠 ）

・ 千葉県子どもの人権条例を実現す る会の賛同団体にな ります。（相子ども劇場）スタッフのみな

さん・ た くさんの子 ど もた ちへ ど うもあ りが と うございま した。 三森君次の W A V E 楽 しみに

してい ます。 （大人）

・不況 リス トラ 相変 わ らずの搾取 と、あん まりいい世 の中ではあ りませんが、私 も自分 をみつ

めてで きるこ とか ら一 歩踏み 出そ うと思 ってい ます。 （ 5 0 歳）

・ ご くろ うさ ま で した。

・多 くの出会いができて全体に大成功 と思います。 （大人）
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・ ピ ンク の ジ ャ ンパ ー ば くも ほ しか った な あ （ 2 0 歳 ）
ト ■／

・ もっと多 くの方に参加をよぴかければよかったと患いました。毎回患 うのですが、個人的な参加

ばか りで失敗で した。

・ 現場の教師の多 くの参加が ほしかった。案内のチラシを学校に配布 したのだろ うか。民のパ ワ

ーを高めていかなければいけない。千葉県では教師に「子どもの権利の学習をさせているのだ

ろ うか。 （大人）

・ 青年の P R を してほしか った。 （3 9 歳）

・ 様々な事情でお誘い して も参加できなかった身の回りの方に、本などを買 って読んでもらったり

お話 ししたい とお もって います。 （ 5 4 歳）

・ ぼんや り して いた ことが、明 らかにな って きた り元気を もらった り。お疲れ さまで した。だた よ

く通 る場所に喫煙 コーナーがあるのは少 し不満。かぜ流行の今、ノ ドにきます。 （ 3 7 歳）

・ 準備 企 画等、 スタ ッフの方 々 ごくろ うさまで した。 こ うい う機会 を与えて くださ っ

います。 （大人）

して

全体を とお して

・ まず、 自分 は子 ど もで も大人 で もない微妙 な立場 にいる と思 う。 2 4 歳、 か とい って働 いてい■る

わ けで もない。 強いて いえば 「若者」 であろ うか。子 ど もの動 きを 「支援」 とい うよ りは、良 き

パー トナ ー シップを発揮 で きる人 間 にな りたい と患 った。来春 か ら私 は教 師にな る。 今回の フ ォ

ー ラムは教育 がテーマで あ るに もかかわ らず、 学校・ 教 師の存在 は敵視 されてい るモ ノ、 もしく

は全 くあて に されていな いモノ と して私の 目には映 った。私 に とって は良 き学 びの場 、良 き師 と

の出会いの場 であ った。学校 が もはや そのよ うな 目で しかみ られな くな りつつ あ ることに、大 き

な悲 しみ と嘆 き と憤 りを感 じた。 私は まだ現場 に出ていない ので、偉 そ うな コ トを言 って も説 得

力が ないか も しれませ んが、 「コレカ ラの学校・教 師に も期待 して くだ さい ！」良 きパ ー トナー

シップを築 いて い きま しょう ！（2 4 歳大学生）
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一美荷重最長から一

画期的なとりく争 ！1 0 代の子 どもや若者の参画

武智多恵子

第 1 0 回 の記念す べ き子 どもの権利条約 フ ォーラムを、千葉県 で行 うことがで き、

本当によかったと患います。市民 N P O の力が期待 され、子 どもの社会参画が叫ばれ

ている中、千葉から世界に向けて市民や子どもの力を発信 しようと「千葉発 駈 d ，s

E i由 ts 甘ave～子 どもと市民の参画で世界は変わる～」をテーマに掲げました。実行

委旦会には県内の子 どもの人権にかかわる団体や個人、 さらに10代の子ども・ 若者60

名がかかわりま した。 10代の子どもたちも主体的に参画する揚が実行委員会の段階か

ら保 障 され た こ とは、 開催 した 私 た ち と して は 自負 で き る こ とで あ り、 フ ォ ー ラ ムの

ひとつの試金石になったように思います。また、様々な人権侵害の体験や人権を考え

る切 り口を もった団体 や個 人が初めて 出会 い、子 ど もの権利 や人権に関す るた くさん

の発見や示唆がありま した。 2 日間の企画の内容 も、各々の団体や個人の特性を生か

した多彩で興味深いものとなり、堂本知事 との対話やペルーの子 どもたちの出席等、

ひとつの団体 でほ到底 で きなか った ことを、力 と知恵 を寄せ合 うことで実現 で きま し

た。参加人数が延べ 1 1 0 0 人を越え、その内の 4 0 0 人が子 どもや若者で した。フ

ォーラム以降、つ なが りがで きた子 ど もや若者 たちが 自主 的に交 流を続 け、 子 ど もの

人権条例づ くりな どに積極 的 に参画 し、力 を発拝 しています。

1 9 9 4 年、 「子 どもの権利条約」の批准以降、子ども自身がこの条約をどの くら

い知 り理解 したの か、 そ して どれ はど社会 に生 かされて きたの か、子 ど もの権利 や人

権が だん だん風化 してい るので はないか と、一抹 の不安 を感 じていた ところで したが、

このフ ォーラムで主体 的 に子 ど もや若者が参画す る姿 か ら、 その不安 を払拭 す ること

ができま した。子 ども・ 若者・ 大人が共に『人権』について、社会に発信 し、理解の

ための行動 を していかな くて はな らない ことを教 え られま した。

この フォー ラムを単 に行事 に終 え ることな く、千妻発 のW a v e に乗 せて、 エ ンデ

ィングで申 し合わせ た『 しめない ま とめない おわ らない』 を、次 回の開催地 「川

西市」 にぜ ひつな げたい と思 います。川西 市の皆様 、 ど うぞ よろ しくお願 いいた しま

す。

纂〔二）
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一美行幸最長から－

●

“子 どもの権利条約フォーラム in ちば”を終えて 奥地圭子

「子 どもの権利条約」 とい う子 どもの幸せ のための素晴 らしい武器 を、 日本政府が批准

して 1 0 年 目の 2 0 0 2 年 、全国 を回ってきたフォーラムが、地元千葉 で行われたのがま

ず嬉 しい ことで した。千葉は、かつて 「一に愛知 、二に千葉」 と言われ たよ うに、管理教

育で有名 な県 で、多少変わってきた とは言 え、い まだに子 どもの人権侵害は後 を絶ちませ

ん。 この状況 を少 しで も変 え るた め に も、ま た 、 この フ ォー ラム を実 らせ よ うと普段 共 に

活動することの少ない、い ろいろな子 ども関係 の団体が出会い、協力す るためにも、何か

できれ ば と、武智 さん、喜多 さん と共に委員長をお引き受 け しま した。私は、 ささや かな

こと しかできませんで したが、今年の特徴 として、実行委員 会に子 ども・若者が最初 か ら

入り、企 画・ 準備 に力 を発 揮 した こ と、 事務 局体 制 が しっか り してい た こ とな ど、 フ ォー

ラムを成功 に導いた と思い ます。 また、市民派知事 と言われ る堂本 さんが、 ご多忙な中、

直接お出かけくだ さり、子 ども・若者 との対話実現 に協力いただいた こと、千葉県下の市

町村・教育委員会 な ど行政 の後援 が、かつてないほ ど得 られ たことな どもうれ しい ことで

した。

さらに、ペル ーの働 く子 どもたちの全国組織 「ナ ソップ」 のメンバーの登場は、分科会

で行 われた 「紛争 下の子 どもの問題 」 と合わせ、国際的な視野で子 どもの権利 を考え るフ

ォー ラム とな り、 大い な る刺 激 と活 力 を得 ま した。 反 省 点 と して 、子 どもの権利 条約 そ の

ものの理解や現段階の位 置がわか るプログラムがほ しか った し、県下、いや全国の子 ども

たち の関 心 を高 め るこ とが 、 これ か らの課 題 と感 じま した。

ともか く、 1 0 0 0 孝■を超 えた参加者の皆 さん、準備に関わった諸団体や実行委員の皆

さん に心 よ り御 礼 申 し上 げます 。 そ して、 このつ な が りや 関 心 を、 日常 の変 革 に生 か そ う

ではあ りませ んか、 と呼びかけたい と思います。 フォー ラムは、それ でこそ意味を発揮す

ると思います。次年度、川西市での開催 を楽 しみに しています。
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一案符妻最長から－

子どもの権利条約 フォー ラム IN ちば

行政 との協働への大きな一歩

－ 10 年 目をむ かえた フォー ラム一

書多 明人

19 9 0 年代子 どもの権利条約時代に入ってか ら、子 ども支援 N P O が急成長を遂げてきま

した。 その象徴的なイベ ン トが 「子 どもの権利条約 フォー ラム」で した。発端は子 ども支

援の活動 に取 り組 む実践家の経験交流、意見・情報交換の場をつ くろ う、とい うことで し

た。 19 9 3 年 に始まるフォーラムの具体化 に当たっては、子 どもの権利条約の実施 と普及の

ために、これ まで別個に進 められていた国内の子 ども N G O ・N P O と国際協力 N G O ・N P O

との交流 、

を重視 し、

馬、青森、

今年は、

子どもとお となのパー トナー シップ的関係 の発展 、行政 との建設的な対話な ど

かつできるかぎ り地域 の課題 に応 えるよ うに、東京、大阪、神奈川、福岡、群

そして千葉 の 7 都府 県で開催 されてきま した。

と くに 「日本 子 ども N P O セ ンター」 の設 立 もあ り、子 ども N P O と しての成

長とその独 自な役割への期待感が高まり、それに ともなって行政 との連携・ 協働への展望

も開けてきた と思います。その点で今回の千葉 フォー ラムでは、堂本 暁子千葉県知事の参

加お よび史上最大数の後援 自治体の獲得 は画期的な出来事であるといって よいで しょう。

地域にお ける子 どもの権利実現の取 り組みは、N P O だけでも、行政だけでも立ち行か

なくなっ てい ます。 この フォー ラム を契 機 と して 、相 互 に独 自性 を発揮 す るこ とで 2 1 世

紀千葉 の子 ども支 援活動 が飛躍 的 に前進 して い くこ とで しょ う。

フォー ラムは、ゴール ではな く新 しい地域づ くりの出発点です。延べ 1 0 0 0 人 を越 え

る人び との “つなが り’’こそが、これか らの《千葉における子 どもの権利実現 “の土台で

あ り、そこか ら新 たな出会いや可能性、無限の世界が広がってい くことを心か ら願 ってお

ります 。
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荒牧 垂人
安藤 弘美

天野 隆

荒木 雅子

荒井 史江

軟元淳一郎
赤池 悦子

安部 芳絵

秋元 安子
市川ま り子

磯辺 慶子

石原 啓子

伊藤美智子
岩淵比呂美

石澤 和子
岩崎 長久

一番ケ瀬康子
石場 民子

石井 妙子

猪股 悦子
岩橋 百合
池口 紀夫

伊藤 義明

五十嵐智美
入わ二 晶子

伊藤 とよ

井上 さ く ら

板垣 光子
池田祥太郎

石橋 修
内田 塔子

内山 和枝

浦島佐登志

大川内秀人

●賛同団体 6 3 団体

浦島 菊代
大森由里子

大麻 淑子
大村 吉郎

大谷千代美

大森智恵子

大場 博子
岡田 泰子

岡田 静子

大野 博美

奥地 圭子
岡野 友子
太田和秀明

奥山 昌義

門田見昌明

加藤 久子

片野 令子

勝又 国江
勝又千佳子

鎌倉 淑子

加賀屋弘美

亀村 桂子

片桐 哲郎
柏原 照美

釜石 典子
川本 泉美

加藤 智子
川田佐智子

勝部かを る

菅源太郎
喜多 明人

北千加枝

桑原 信子

歳原 清人

子どもの権利条約 ネ ットワーク

C A P かわ さ き

肝噸 人チャイ ル ドラ イ ン支援 セ ンター

N P O 法人子 ども劇場全国セ ンター

（社）神奈川人権センター

（社）子 ども情報研究セ ンター

劇団風の子東京

（財）日本Y M C A 同盟

肝職人アーユス仏教国際協力わトワーク

（社）ず くぼん じょ松の美保育園

N P O 法人千葉中央おやこ劇場

市民ネ ットワーク四街道

日野・ 生活 者 ネ ッ トワー ク

稲城生活者 ネッ トワーク

太田・ 生活者ネ ッ トワーク

浦安子ども劇場

千葉県子どもの人権条例を実現す絶

すば る
7

不登校新聞
ちびす けラン ド共和国

博多市民セ ンター

桑田 尚子

黒木 裕子

倉垣 正子
小林 良子

小島真理子

小宮山洋子

小宮山健治

小宮 清子
小林 祐也

河野 優司
小西 正日二

小高 純子

小島 哲雄
佐藤 幸子
斉藤 まり子

斉藤 雅代
さと う も も よ

佐藤 邦子
下村小夜子

下村 功
柴田ゆか り

下平 良子
自谷 ミツル

塩沢 千秋

椎名 好子
志村 英子

菅井 理恵

鈴木 佳子
鈴木はつみ

鈴木由紀子

鈴木 芳子
関川 ゆ う子

開由美子

曽根崎国子

武智多恵子
田中 令

田家ふみえ

高木 正

高橋真理子
高橋てる子

高山 雅子

竹内 悦子
武田 志保

高見美保子
谷口 多恵

高野 晴美

谷垣 鈴代
高村 リュウ

田代 布子
千田 博己

津田 玄児

墟佐知子

鶴岡 礼子

塚原 彰子
津軽いずみ

辻さつ き

常貴かづ子

寺内 裕子
豊田 欣子
豊島由紀子

豊倉さと子
戸田由幕己子

冨吉 美香
富田み どり

中原 淑美

中村 崇

中村 雪江

中村 勝彦

中村 春子
中台 ヒデ子

並木美香子

中村久美子
西田 菓子

鈴古里久子
西中間栄美

飽田 周子

野口 善歯

野村 圭子
杯眞幕己恵

服部 和子

羽仁 協子
羽仁 絵

島谷川勝子
長谷川 孝

長谷川一郎
原田 季

長谷川弘美
羽鳥由美子

平田 美貴

古沢 常雄

藤下 久子
福谷 章子
藤田 呂士

藤井 幹夫

藤木 武夫

本間 敏子

堀井 光江
堀江 啓子

前野 育三

松下 幸枝
黛孝子

松倉 聡史

槙啓己子
松本 修一

宮沢 友子
峯岸 赫子

宮下 順子

道端 園技
官部 恵子
宮口久美子

三輪美智子
森川 寿末

王守田 泰子

森越 智子
山口 英二

山田由紀子

山田久美子

矢倉 久泰
山田 晴子

山口 晴美

山口 、幸子

八田 幾子
山田 美穂

山根 麻紀

山本 幹子
山内 洋

矢田 房子

山崎 邦子

湯浅美和子
米田 修

好光 紀
吉田みどり

吉川 久子

渡辺恵美子

N P O 法人東京 シュー レ

千葉 「障害児・者」絹礎苧を耕 させる会 …
N P O 法 人 四街 道 こど もネ ッ トワー ク …

アムネ ス テ ィイ ンターナ シ ョナ ル小岩 …

登校拒否を考える会・ 佐倉

千葉休 もう会
N P O 法人 佐 倉 こど もステ ー シ ョン

N P O 法人 な らしの子ども劇場

N P O 法人市原市 こどもセ ンター

N P O 法人子 ども劇場千葉県センター

N P O 法人市川おやこ劇場
足立・ 生活者ネ ッ トワーク

国際子 ども権利センター
東京・ 生活者ネ ッ トワーク

川西 子 ど もネ ッ トワー ク

世田谷・生活者ネ ッ トワーク

横浜市立高等学校数耽且組合
N P O 法人松戸子ども劇場

N P O フ リース クール全 国 ネ ッ ト

N P O 法人子 どもネッ ト八千代

共に教育を進める千葉県連絡会

●協賛団体 6 団体
日本評論社 エイデル研究所 大月書店 あかね書房 草土文化 三省堂

－51－

こどもプラザ成田

さ く ら・ 市 民 ネ ッ トワ ー ク

N P O 法 人緑 区子 どもサポー トセンター

日本キ リス ト協議会教育部

市民ネ ッ トワーク・ 千糞県

N P O 法人船橋子ども劇場

（社）部落解放・人権研究所
学校災害から子どもを守る全国連松

子どもの権利条例東京市民フォーラム

めぐろ チ ャイル ドライ ンを進 鵬市郎境

目黒 生活 者 ネ ッ トワー ク

N P O 法人野田子ども劇場
千葉 こど もサ ポー トネ ッ ト

市民 ネ ッ トワー クちば

杉並生活者ネ ットワーク子 ども部会
小平・生活者ネ ッ トワーク

よこはま定時制父母の会

狛江・ 生活者ネ ッ トワーグ

鎌ヶ谷 おや こ劇場
子どもと教科書全国ネ ット2 1

町田・生活者ネ ッ トワーク



l 川崎発

どもの

日本が、国連・子 どもの権利条約 を批准 して丸 8 年。 はたして、

子どもの権利条約が十分に受け入れ られて、子 どもの権利実現が

進んだのか。いじめ苦問題の深刻化、子どもへの虐待、体罰ある

いは誘瀕・ 監禁など、お となか らの人権侵害行為が後 を絶 ちませ

ん。 条約 が 十分 に活 か され て きた とは い えず、 日本 の子 ど も達が

救われていないことほ確かです。

その 中で 、大 き く前進 し、成 長 して きたが 自治体 、 N P O ・ N G O

の存在です。特に「川崎市子どもの権利 に関す る条例」は、 2 1世

紀の子 どもの権利実弟のための取 り組 みとして 1 つ の基本的な方

向性 を示 す動 き として注 目 されて い ます。 本書 で ほ 、その 「川崎

市子 どもの権利に関する条例」 を徹底解鋭 しました。

子どもの権利条約総合研究所 編
A 5判

定価2400円
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催
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自

立
の
校
風
に
基
づ
け
ば
、
生

徒
の
決
定
蓋

し
な
い
の

は
お
か
し
い
」
と
主
張
。
堂

本
郷
串
は
「
生
徒
と
先
生
が

対
立
し
た
場
合
、
両
方
で
と

こ
と
ん
話
し
合
っ
て
決
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
」
と
答

え
た
。

こ
の
ほ
か
、
「
不
登
校
の

子
供
に
も

っ
と
寛
容
な
社
会

に
し
て
は
し
い
」
＝
西
中
間

貴
子
さ
ん
（
一ニ）
＝
、
「
ま
ち

づ
く
り
に
子
供
の
蕃

恩
義

り
入
れ
た
方
が
住
み
や
す
い

衝
に
な
る
」
＝
山
浦
彬
仁
者

（
£
＝
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
子
供
た
ち
の
堂
々
と

し
た
主
張
に
、
会
場
か
ら
は

時
折
拍
手
が
沸
き
起
こ

っ
て

い
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年
で
十

回
目
。
き
ょ
う
八
日
は
、
十

七
の
分
科
会
を
開
催
し
、
を

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て

話
し
合
箋

血

細魚
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子
ど
も

の
権
利

条
約

フ

ォ
ー
声

ム
2
0

0
2

子
ど
も
の
嶺
利
に
つ
い
て
取
り
哲

溺
団
体
が
蓼
卸
し
打
〔
子
ど
轟

条
約
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
0
2
」
高

フ
ォ
エ

フ
ム

i
n

ち
ば
義
行
重

畳

勤
野

は
8
日
、
羊
と

も
の
社

会
参
画
や
憂

】を
テ
ー
マ
に
17
の
分
科
会
を
開
い
た
。
分
彗

雇

望

薗

か
ら
6
1

9
入
が
歩
淵
し
、
子
ど
屯
の
格
別
を
め
ぐ
る
羽
状
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。
【
鈴
毒

圭線的な活動で尭Åにアピ繍硝

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
肘
肋

会
、ワ
ー
ク
シ

ョ
ツ
フ
筆

、

書
き
壷

で
行
わ
れ

た
分
科
会
。
手
萎

義

金
呼
、
不
登
校
、
チ
ャ
イ
ル
ド

ラ
イ
ン
、
子
ど
も
の
報
利
条

例
、
世
界
の
子
ど
も
と
日
本

】～
†

の
親
筆

ア
ー
マ
は
姦

に
わ
た

っ
た
。
い
す
れ
も

l

「
子
ど
も
の
人
格
」を
考
え
る

上
で
、
粛
軍
な
も
の
ば
か
り

だ
。子
ど
も
の
社
会
重
囲
に
つ

い
て
考
え
る
分
科
会

r
は
じ

め
の
一
歩

子
ど
蓋

社

会
に
向
け
て
j
に
は
、
高

か
義

ま
っ
た

〝茅

】も
活

肋
家
〃
や
ペ
ル
ー
共
和
国
か

ら
来
日
し
た

r
ナ
ソ
ッ
プ
j

会
頭
代
表
の
メ
ン
バ
ー
、
子

ど
も
に
か
か
わ
る
活
動
を
行

う
大
人
た
ち
な
ど
が
参
加

し
、
白
蘇

し
た
繋

が
鹿
紺

さ
れ
た
。

肘
漁
会
は
「
墓

碑
は

本
当
に
必
轟
か
j

一
生
徒
の

学
校
夢
腐
茅
考
－急

j
な
ど

四

つ

に
分

か

れ

て
行

わ

れ

た
。口

火
を
切

っ
た

の
は
、
干

葉
袈
村塾

（
ほ
）
と
敵
解
恥
削
ぎ

ん
（
19
）

だ
。
2
人
は
子
ど
も
に
よ
る

野

市
言
三
さ
く
ら
」

の
並
曹

に
か
か
わ
っ
た
感
想

を
述
べ
、
「
子
ど
も
が
主
体

的
に
活
動
す
る
こ
と
で
大
人

に
子
ど
も
の
す
ご
蓋

っ

て
も
ら
い
た
い
J
と
胸
身
重

っ
た
。

ペ
ル
1
の
リ

サ
ン
ド

ロ

・

カ

セ
レ
ス
・
ゲ

バ
ラ
君
（
13
）

は
「
住
ん
で
い
る
地
域
や
学

17
の
分
科
会
適
し
理
解
深
め
る

身
近
な
場
所
か
ら
意
識
改
革
を

子どもの社会摘 lこついて、大人と子どもが未見交換を行った

／’

∴ ハキ 享 一

ケツ．ポ ジ ケム
手ピもか触 l紬 吋 さ加 ピ竣 わる句？

けど柵 J！叱一山叫肋－▲鮎租仙イI

r子ど＝b の聯 】集約J に】沌する取り組みが報告されたシン

ポジウム「子ども権利条約ができるとどう変わるの？J

校
な
ど
、
自
分
た
ち
に
と
っ

て
是
壷
所
か
轟

】募

曲

っ
て
い
く
－皇

が
蜜

l異

化
」
と
述
べ
、
「
子
ど
も

の
吐
か
れ
て
い
る
立
租
を
た

だ
咤

え
る
の
で
は
足
り
な

い
。
そ
の
曇

に
社

会
を
牢

見
て
い
く
力
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力

戦
く
持

っ
た
。

子
ど
も
た
重

責
け

て
、
大
人
か
ら
は

r賭
外
国

で
は
苧
ど
皇
阿
代
か
ら
賓

表
明
に
つ
い
て
学
ぶ
の
に
、

日
本
の
教
育
で
は
そ
の
様
会

が
な
い
の
が
闇
市
】

r子
ど

も
た
ち
が
赦
育
制
度
の
申
で

学
べ
な
い
以
上
、
気
つ
い
た

人
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
J
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

カラフルな！虫料で、思い思いの旗をつくる子どもたち

構
築
す
る
必

要
が
あ

る
」
と
磨

っ
た
。

千
紫
蘇
内
の
公
立
学

校
で
1
9
9
0
年
代
に

頼
書
た
わ
が
子

（
当
時

中
学
生
）
の
い
じ
め
事

件
肘
嘲

で

際
告
を

汚

た
よLV字

つ
と
め
た
太
田
蕪
和
さ

ん
も
艦
胡

に
上
が
っ

た
。太

田
さ
ん
は
「
あ
ざ

を
作
っ
て
掃

っ
て
き
た

吐

－

子
ど
も
に
理
由
を
尋
ね

て
も
、
本
当
の
こ
と
を

晒
し
て
く
れ
な

か

っ

た
。
事
件
が
発
発
し
て

初
め
て
、
学
校
が
危
換

な
場
所
で
あ
る
こ
と
や

事

も
の
人
格
が
堆
く

見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

調
整
機
関
の
必
要
性
訴
え

こ
の
あ
と

r子
ど
も
の
格

和
条
例
が
で
蔓

コ変

わ
る
？

子
ど
も
の
権
利

条
約
の
典
体
化
（
公
的
】聖
二

轟

の
男
状
と
蛋

に

つ
い
て
」
を

テ
ー

マ
に
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

珂
会
の
山
梨
学
院
大
学
敷

捜
の
翔
禦

さ
ん
は
、
全

国
の
自
治
体

で
姶
祭

っ
た

r壷

利
条
例
J
づ

く
り
の
取
り
租
み
を
弼

佃

し
、
「
（
子
ど
も
の
権
利
条

例
は
）
子
ど
高
薗
有
の
制
度

で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

述

べ
た
。

さ
ら
に

r子
ど
も
の
権
利

触
軒
嘩

モ
孟

を
（
便
音

し
た
大
人
か
ら
）
切
的
赦

せ

ば
解
決
す
る
と
い
う
簡
単
な

闇
居
で
は
な
い
。
子
ど
も
が

毒

に
は
、
ほ
こ
ろ
び

た
艶
嘲

や
人
間
的
係
を
再

知
っ
た
」と
雷

が
め
た
。

「
開
港
す
轟

あ
れ

ば
、
裁
判
に
よ
ら
な
い
解
決

甑
が
あ

っ
た

か
も
し
れ
な

い
J
と
帯
り
、
子
ど
も
と
学

校
の
闇
に
立
つ

r孝

二
者
機

関
」
の
戯
専

任
を
替
ぇ
た
。

被
害
者
が
語
る
虐
待
の
実
態

戯
鵬

軌
間
鴨
を
親
し
て

児
史
郎

榔
に
つ
い
て
孝

久し

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
並
産
地

桝
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？

◆用轄解祝◆

【子どもの社会争i輌】 子どもが
やりたいこと、辞えたいことを集魚

していくための点見表明を典体化す

る取 り】阻払 従来の「社会参加J は、
人のた捌 こすること（箪包括肋など）

を「参加」の要件としていたのに対

し、課在は「子どもの権利免柑」に
登っいた考え方が とられている。

【ナソツプ】 ペルーの働く子 ど

もたちで患耕する若動 こよる全国息

弘労1■・生予告軸 の改1皆を社会に

訴えるさ昏動を行 っている。スペイン

書で「ペルーの働 く子ども・若者の

会頭勒 j の1 b 耽 、パりレ一会tヨ

で1 万2000 人以上が一所用している。

【 ミニ さ くら】 2（氾2年 書、 千葉

県佐倉市の商店囁で18巌以下のチど

もたちが兼営を試みた「横瀬都市」。
子どもたちは好きな叫業に点き、労

≠時l甘に応じて】由自蒲賃で給料を得

るなどして社会の仕姫みについて学

んだ。

【息仙風聞方】 千蕪典範港市の

児女拳横地l投「息l 由」の前固】蔓（傲
啓押で美荊判決を受け、長島中）が、

阿児を細 バットで敲るな甲 ）荏箭
や点持を由り返していた馳

知
ろ
う・
考
え
毒

笹

】
で
は
、
虐
待
葺

け

た
子
ど
も
た
嘉

〝証

書暑

〟
と
し
て
惹

し
、
恥

部
の
集
線
を
憩

っ
た
。
部

嘲

し
哀

城
県
嘲

如
僻
村

し丘
b
nV●

書
亡

の
鼻
森
亜
沙
子
さ
ん
（
高
1
）

は
「
竃

の
こ
と
は
前
も

っ
て
肘
べ
て
知

っ
て
い
た

が
、
生
の
蓋

い
て
み
る

£
郡
し
咤

琴

轟
ん

で
い
る
だ
け
で
聯
か
れ
て
し

亭

つ
な
ん
て
、
子
ど
も
と
し

て
の
墳
利
が
す
っ
か
り
寄

書
れ
で
い
る
Jと
磯

っ
巧

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
の
思
い
を

r大
漁
放
」
に

ー～く托
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ブ
も
あ

り
、
篭

れ
で
に
ぎ
わ
っ

う

た
。
空
に
汚
か
ん
だ

ハ
ー
ト

幕

や
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

な
ど
発
し
い
掛
和
も
多

く
、

会
場
を
戦
や
か
に
沸

出
し

た
。分
科
会
の
男

役
喝

「
し
め
な
い
、毒

い
、

お
わ
ら
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
「
全
体
会
】が
開
か
れ
た
。

句
会
進
行
を
務
め
た
三
森
井

套

（
18
）ら
2
人
が
卦
知
郎

郎
亡
「
こ
の
2
日
間
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
ス
タ
ー
ト
唱

苧

蓋

萎
め
ぐ轟

を
今
後
も
続
け
て
い
こ
う
J

と
抽誓
茅
島

っ
た
。



「 子どもの権利条約」は、子どものための世界の約束 ！

嘉島る「子 どもの権利条約」事

喜多明人・文
内田玉界・画

廊両書房

「 子どもの権利集約j は、子どもの権利を守るため につ くられ

た、世界 中の圏と国との約束です 。日本も、 19 9 4年4月に条

約に くわわ りま した。 この本は、身近な子 どもの生活の中か

ら、亨どもの権利 にかかわるテーマを、まんが と文章でわか

りやすくまとめたものです。定価（本体1，165 円＋瑞）

〒10 1－008 5 東京都 千代 田区西 神 田3 －2 －1 T E し．03・32 63 －∝姑1 F A X ．0 3 －32 63 －54 ヰ0
ホームペ ージ htlp ：／／W W W ．a ka n 8 Sh o b o ．co ．jp ／

父母と教師を括ぶ雑低●日本子どもを守る会編集

関お
係友
はだ
？ ち漕 学

校

ど

う

な

る
の

？

いっしょに統んでみませんか？

A 5 判7 7ページ（平＃靭・毎月 1 日発行

定価 ＝5 10 円（挽込・送料髄 円）

年間♯ 読料 芸6，120 円（税込・送料別 8円）

見＊拙 i（送料末女冊 20円）

こ
れ

か
ら

官民蓮如の指針として定評ある長桝白書．

手ども白書2 00 2年版
特集●人 何回 俊のための一っながり・ぬくもり一

つながり・ぬくも㈹ 今日的兼凍／平和の文化・非♯力の文化を如 、

すもの／ニューメディアとヴァーチャル・玉 ユニケーション／繊 学習

の広別 の中でr他 の箕を伺う／子ど切 居蛾所づくり ほか

日＊手どもを守る細

草土文化 〒l棚 】棚 宿区早稲田棚帥粕川Ⅷ∽ユー32恥 ヰ811㈹ 臥XO3．3ユ04イ＄柑

振 替・00 1 5 0－9．ヰ引22

≡省

餞

濾

昌例

堂
教
育
法
と
法
社
会
学
今構盛勝妻
4ヽ000円

め

督
聾
と
盲
も
の人
権
市川筑美子3は娼
0］円

教育
盲
あ
参
恕
矯
誉藍
買主
か子盲富
」一と
…鷲
0〉0円

関
ぜ
と、
揖
導
等
す
め
棉学沼校重義
］嘗
1、莞800円

連
蓋

聖
の権習
義
務
妄棄
進妥葦誓
中2心d掌8李
円

歯音

茜

里・

自
亨白
伊ケ崎暁生葦・
2ヽ500円

重量曇

畠聾完

一一香
中萱
憲
替

祭
口筑称賛一明主義田城♯＃明夫［撫し一4ヽ200円

重義

堂
琴

′ヽ
法

2003
平成ほ年債永井1麓ヽ＿畠豊

芸育
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実践と研究をつなぐ総合理論誌

子どもの権利集約総合研究所／籍集 本体 1．9 05 円 ＋税

創刊 号 特集＝子どもの権利の総合的保障と学際研究

“実践的子どもの権利学力ヘの 遺 書多明人

手どもの参加の権利研究の到達点 田代高車

司法から見る子どもの権利・人権研究 黒岩智彦

自治体子ども施策と子どもの権利研究 荒牧真人

ヤヌシユ・コルチャツウの子どもの権利思想 家本智宏

アメリカにおける生徒の権利 松倉聡史

少年事件調査制度と子どもの権利 岡田行雄

親の♯青草任を支える社会システムと少子化 藤原千沙

国連子ども特別総会における子どもの権利の争点 平野裕二

判例研究●「最高裁学力テス ト」判決 ／「籍フランコ」判決

調査研究●日弁連少年聴き取り調壬／中学生学習権調査／自治体手とも計画調査

文献研究●井上仁者 r子 どもの権利ノー トJ

子どもの権利研究文献日録（教育・法律・福祉・心理・建築等総合目録 ）

葉2 号 。3年1月刊行予定

捨特集＝「自治体子 ども施辛 と子 どもの権利」

子ども条例の意我 と制定、実施の辞横

川西市・箕面市・川崎市

自治体で取り組む子ども救済
埼玉県・神奈川県・泉大津市・青森県

孤芯諾

自治体が進める子 どもの参加・参画

宮城県・近江八哺市・滋箕県・溝ケ島市・高浜市・島中市・中野区

穏合的な子どもの権利条約づくり
小杉町・多治見市・ 日野市・高知県

いまこれから、子 ども施策をどうするか

大阪府・国立市・ 八千代市

【新鮮射手どもの権利条約
永井窯－・寺曲隆夫・菩多明人・荒牧重人萬

書 ど 叫条 ヽ

一市民がつ’くる’《子 どもの権利条約自書〉
子どもの権利集 約 フォーラム実行委 兵舎 簾

学習 子どもの権利条約
子どもの権 利集約 ネ ッ トワー ク綴

喜多明人・ 荒牧圭人・ 平野裕二者

ど カツ 耳－ ソ ン

どもの S O S を受 け とめて
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まぶ 誌

いま 日本では、子ど もの権利 条約は どの ように活用 されてい るの か。各条文

の意義 や現状が各分野の第一人者の解配に よって明 らかになる。好評だった

旧版 を再編集 し、21 世紀へ向 けて粂約実 現への指針 を提供する。

IS B N 心5 3 5－56 14ト9 ／四六判 30 4 貫 1月 0 0 円

子どもの権利条約が発効 して早 や 7 年、この間、権利行使 の主体 と しての子

ビもたちは どう動 いたか 、また国・自治体・地域 では ？ 国際協力 の分野 も

含め、現場 から具体的 に検征す る。N G O な ど200 団体の アンケー ト集計付。

IS B N 4－53 5－5（氾39－0 ／四 六判 32 0 貫 1．7 0 0 円

学校で地域で「子 どもの問題」が凍刻の皮を深 め、新たな行政・司法上の対策

が諌 じ られつ つ あ る今 日、子 ど もの権 利 条 約 を ど う清 か してい くのか 。これ に

応え る ドキ ュ メ ン トと解 艶 方式 の 斬 新 な 「学 習 ハ ン ドブ ッ ク」。

IS B N 4・5 35 －5丘129 －Ⅹ ／ 四六判 3 5 2 貫 1．9 0 0 円

いじめ や体 罰・虐 待 で、不登 校・．ひき こ もり、キ レる子 … …。ギ リギリの とこ ろで彼

らが発するS O S を受けとめる相訣活動が注 目を集めている。川西市の実践や川

崎市の取組み1市民の活動 を紹介 し 全 国展開へ の課蔦 を連起す る。

鵜B N ヰ・5 35－5 127 トⅩ／四六判 35 2 貫 1．9 0 0 円

採択 30周年 をむか え、人権問題解決 にますます重要な役 割を果たす国際人

権規約 の実践的活用の ため 、瀬新の条文解釈・判例等 をまとめ た法律家 ・

市民必携 の注釈事。国際人棟擁護の第一線 に立つ学者 、弁護士 による解説。

IS B N 斗53 5－5 10＄0－6 ／ A 5 判 3 84 頁 3 ．7 0 0 円

これまでの規約 人権委貞会における政府報告書審読 を踏まえ、日本の現状．開

港をわかりやす く整理・分析 し †具体的 な謀叛 を捷示する。裁判や国・地方行政

の政策立案に役立つ とともに、次回巷談に向けた実 践活動 の参考 となろう。

鵜B N も535－512舵 一7 ／ A 5 判 288 貫 2 ．4 0 0 円

初めての国際人権法の教科書 として、刊行以来好評 を得ている本書 を5 年ぶ

りに改 訂 。ダ イナ ミ ッ ク な国 際 社 会 の 動 き を フ ォロ ーす べ く、全 体 にわ た っ

て情報 を新 しくす るとともに、「国際人権法の展望」 の新車 を設け る。

IS B N 斗5 35＿5 1263－9 ／ A 5 判 3 04 貢 3 ．2 0 0 円

⑥日本評論社 仙 P：〟w w w ．njp pyo．co．jp／

尋170－847 4豊島区南大塚 3－12－4 ℡0 3－39B7－862 1 固03－3987－859 0



子どもの権利集約 フォーラム 2 0 0 2 i n ちば 記寺報告集

発行 日 ：2 0 0 3 年 2 月 2 8 日

発行者 ：子どもの権利条約 フォーラム2002 i n ちば実行委員会

発行所 ：特定非営利活動法人 子 ども劇場千葉県センター内

千葉市中央区弁天町 2 丁 目4 －2 5

m ：0 4 3 －2 5 4 －7 8 8 9 F A ズ：0 4 3 －2 5 4 － 7 8 7 1

編集委員 ：市川まり子 下村小夜子 武田七生 中村雪江



E N  D

‡2餌－0043 千葉県千葉市中央区弁天町74－2 特定非営利活動法人 子ども劇場千葉県センター内
T E L ：0 4 3 －2 5 4 一了8 8 9 F ÅX ：0 4 3 －2 5 4 一了8 了1 E －m a i l ：k id c h ib a 馴 i l y ．o c n ．〔 e ．j p

0 0 け 0

0 0 Q  O

弘一虹鼠温 l「
鳩
山

‥旭
川舶

耶
哨

0 ．

か＼


